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連載 　　　表紙は語る　……… 和出伸一
　          巻頭言
学際から超学際へ
安成哲三 
　          対話1 超学際（トランスディシプリナリー）
地球環境学の未来を 
切り拓くために
安成哲三 × 近藤康久 × 金本圭一朗 
小木曽彩菜 
　          対話2 エコヘルス × メディエーター
ことばを現場から育て、 
世界をともに理解する
ハイン・マレ  ー× 阿部健一
　          対話3 学際 × フィールドワーク
森と海とかつお節
食文化の礎を学際的な視点から
鎌内宏光 × 王 智弘
　          座談会
対話から議論へ、 
そして学問へ
石橋弘之 + 王 智弘 + 熊澤輝一 +  
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話し手●安成哲三（所長） × 近藤康久（准教授） × 金本圭一朗（准教授）
進行●小木曽彩菜（広報室係員）


















































































































































































































































































   対話特集号　2　人と自然の関係 ──地球環境学の現在
安成哲三














































































































































































































































（右から）こぎそ・あやな地球研広報室係員（管理部企画連携課総務企画係兼任） 。二〇一三年から地球研に在籍し、研究企画係、総務省出向を経て、 二〇一八年から現職。やすなり・ つぞう地球研所長。京都大学理学研究科終了。筑波大学、名古屋大学名誉教授二〇一三年から現職。フューチャー・アース国際諮問委員会委員。日本学術会議フューチャー・アース連携・推進委員会委員長なども務める。専門は気象学・気候学、 地球環境学かねもと・けいいちろう二〇一四年東北大学博士後期課程修了後、 九州大学持続可能 社会のための決断科学センター講師、 信州大学経法学部講師などを経て、現職。専門は産業エコロジー、環境経済学、産業連関分析など。こんどう・やすひさ地球研研究基盤国際センター准教授。二〇一四年から地球研に在籍。 二〇一八年から、 コアプロジェクト 「環境社 課題のオープンチームサイエンスにおける情報非対称性の軽減」 （通称オープンチームサイエンスプロジェクト） のプロジェクトリーダーを務めている。
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W. Steffen, W. Broadgate, L. Deutsch, O. Gaffney and C. Ludwig, The Trajectory of the 
Anthropocene: the Great Acceleration, The Anthropocene Review, 16 January 2015.  
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　　　  （北海道大学附属図書館 所蔵）
鎌内宏光
































































































































































































































































































































































































































































































































































出席●石橋弘之（研究員） + 王 智弘（外来研究員） + 熊澤輝一（准教授） + 
　     小木曽彩菜（広報室係員） + 中尾世治（上級研究員） + 三村 豊（研究員）
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表 紙 は 語 る
撮影：2016年10月
北海道苫小牧市ウトナイ沼
あわいを歩く
和出伸一（特任専門職員）
　もとより目的はなく、ぽっかりと空いた時
間だけがある。その駅で唐突に降りようと思
いたったのは、車窓から見えた駅前の廃屋に
心を惹かれたからかもしれない。初秋とい
える時期だが、北海道の秋はすでに終わりか
け、鮮やかな黄色に色づいた林が遠くに見え
る。ひとけのない駅前で廃屋をしばらく眺め
る。それから、林のあいだにむかって伸びる道
を、あてもなく歩きはじめる。
　美しく舗装された、自動車用の広い道路。当
然歩いている人などいない。スマートフォンで
現在地の衛星写真を見る。どうやら左手の林の
奥に湖があるらしい。林の中へ分け入る細い道
をみつけ、湖をめざす。熊笹の下草が北海道ら
しい。聞こえるのは風が熊笹を揺らす音だけだ。
　黄色のトンネルをどこまでも歩く。見通し
はよいがまだ湖は見えない。ときおり、まっす
ぐに林を伐り拓いてできた空間が、歩いてい
る細い道と交差する。下草に覆われた細長い
空き地。黒ぐろとしたタイヤによるバリケー
ドが、かろうじてそこがなにかの通り道だと
いうことを示している。突然視界に飛び込ん
でくるタイヤの山のぬるりとした感触に、ど
こか生なましい獣を想起させられ、ギョッと
する。人工物そのものであるタイヤに、いま歩
いている場所が人の世界と獣の世界のあわい
であるということを、不意に突きつけられる。
　日常からぽっかりと外れ、ゆっくりと地べ
たを歩くことで、さまざまなあわいに触れる。
それは土地や風景に、もう一度見知らぬもの
として触れ、関係を結び直すおこないなのか
もしれない。
。すで真写募応の」トステンコ真写研球地度年8102「、は真写の紙表●
